

























































を見ると、無料は約 4 割（38％）、有料が約 6 割（62％）
である。有料館の入館料の平均は 266 円となっている。




5 割）、歴史（約 4 割）が無料となっている。これに比
べて、動物園（約 2 割）、水族館（約 1 割）のように、
料金の徴収状況は館種によって違いのあることが分か
る。有料館の入館料の平均値は 408 円。館種別にみる
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ンプル全体のうち、登録博物館は約 2 割（298 館：
16％）、非登録の博物館は約 8 割（1,562 館：84％）
というように登録博物館の割合が少ない。登録博物館
についてみると、無料館は約 2 割（69 館：23％）で
あるのに比べて、有料館が約 8 割（228 館：77％）となっ
ている。非登録の博物館は、無料館は約 4 割（635 館：














































































































年 5 月現在）。観覧料は大人 5 銭、小人 2 銭とした。
その後、入館料は、大人 10 銭、小人 5 銭に値上げし
ている。当時の『市勢要覧』（註 8・9）によれば、値上げ
以前、1939（昭和 14）年の入館者数 29,635 人（大人
20,897、小人 8,738）観覧料金収入 1,552 円（開館日
数 359 日）であったが、1942（昭和 17）年度になる
と、入館者数が 32,557 人（大人 23,069、小人 9,488）
























































年 11 月頃）、「博物館法草案」（1950 年 12 月 11 日）
（1951 年 1 月 8 日）、「博物館法案」（1951 年 2 月 9
日）が出され、博物館関係者からも修正案が出される
などのやり取りを経て、最終決定案となる「博物館法案」














































































































































































































































































































































































































































































観覧料は大人 610 円（1,000 円）、大学生 410 円（600















































































（註1）    『日本の博物館総合調査：基本データ集』（2013
年 12 月 1 日を調査基準日として全国 4,045
館の博物館を対象に実施した「博物館総合調
査」（有効回答 2,258 館））。平成 25 ～ 27 年
度 日本学術振興会（JSPS）科学研究費助成事
業 基盤研究 (B) 課題番号 25282079。今回の
データは、＜総合＞＜歴史＞＜郷土＞の博物
館 1,860 館を対象にするが、『日本の博物館




（註 2）  瀧端真理子 2016「日本の博物館はなぜ無料で
ないのか？－博物館法制定時までの議論を中
心に－」追手門学院大学心理学部紀要第 10 巻
（註 3）   棚橋源太郎 1929「博物館施設近時の傾向」
              博物館研究 2 － 9
（註 4）  棚橋源太郎 1930『眼に訴へる教育機関』博 
物館基本文献集第 1 巻、大空社 1990 に所収
（註 5）   註 4 と同じ
（註 6）  伊藤寿朗 1975「博物館法の成立とその時代」
博物館学雑誌第 1 巻第 1 号
（註 7）  棚橋源太郎 1932「郷土博物館と社會教育」 
博物館研究 5 － 2
（註 8）   大垣市 1940『昭和十四年版大垣市勢要覽』
（註 9）   大垣市 1943『昭和十七年版大垣市勢要覽』
（註 10）樋口秀雄 1972『社会教育法制研究資料ⅹⅳ』 
 日本社会教育学会社会教育法制研究会
（註 11） 日本社会教育学会社会教育法制研究会 1972 
 『社会教育法制研究資料ⅹⅳ』
（註 12）註 11 と同じ
（註 13）今村武俊 1972『新訂社会教育行政入門』第 
 一法規株式会社
（註 14）川崎繁 2008「博物館法制定時の事情」博物 






らのご教示による。2018 年 3 月 11 日調査。
（註 18）金山喜昭 2012『公立博物館を NPO に任せた 
 ら―市民・自治体・地域の連携―』同成社
（註 19）筑紫野市歴史博物館の奥村俊久氏からのご教 
 示による。2018 年 1 月 31 日調査
（註 20）南風原町立南風原文化センター学芸員の平良 
 次子氏からのご教示による。2017 年 5 月 27 
 日調査
（註 21）宜野湾市立博物館学芸係長の平敷兼哉氏から 
 のご教示による。2017 年 5 月 27 日調査
（註 22）註 17 と同じ
（註 23）戸田孝 2017「博物館の「副次的機能論」へ 





（註 26）公益財団法人日本博物館協会編 2017『ユネス 
 コ勧告集 2015 年「ミュージアムと収蔵品の保 
 存活用、その多様性と社会における役割に関 







　（本研究の一部は JSPS 科研費 JP17K01212 の助成を
受けたものです）
